
 

令和７年度第１回花園小学校運営協議会に出席しました。初めに、各クラスの

授業を参観しました。子供たちが楽しく生き生きと学習していました。学校運営

協議会の協議では、河野校長先生から、かしこく：「自ら問いを発する子ども」 

やさしく：「互いを認め合う子ども」 すこやかに：「自他の生命を大切にする

子ども」を目指す子供象として掲げている等本年度の学校運営方針の説明があり

ました。これを受けて、各委員から質疑や意見を出し合い、協議しました。今後

も花園小学校をより良くするため、学校応援団として、学校、保護者、地域住民

が一体となって参画したいと思います。 

 

 

第７５回「社会を明るくする運動」出発式に参加しました。最初に、総理大臣か

らのビデオメッセージの視聴。次に、総理大臣・県知事メッセージの伝達が推進委

員長（宇土市長）から支部長（保護司会）へ行われました。７月は“社会を明るく

する運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～の強調月間と

されています。啓発活動として、公民館とコミュニティセンターの入口付近に、の

ぼり旗の設置とポスターを掲示しました。 

 

 

参加者全員が初めての消防署見学でしたので、積極的に体験を希望したり、署員

に質問したりする姿がありました。通信指令課では、参加者の模擬通報から発信場

所を特定し、地図上に示される様子を見ることができました。水消火器による消火

体験では、｢火事だ！｣と大声で叫び、消火器のピンを抜き、ホースの先を持って、

レバーを押して消火しました。 

普段見ることができない食堂・厨房室、仮眠室、出動

準備室や九州に１台しかない水陸両用車等の消防車両を

見学でき、参加者からは「おもしろかった」の声が多く聞かれました。 

日頃の訓練や様々な工夫によって１分１秒を争う現場により早く到着し、消火

活動や救助活動を行う消防署員の皆さんに改めて感謝したいと思いました。 

 

 

３、４年生３０名が御船町恐竜博物館を見学しました。 

来館時ガイダンスでは、「なぜ、御船町に恐竜博物館

があるのか？」に「日本で初めて９０００万年前の肉食

恐竜の化石『ミフネリュウ』が見つかったから」そし

て、「発見者は小学１年生である」と聞き、子供達から

「おーっ！」と驚きの声が上がりました。 

常設展見学では、人間の何倍も大きく迫力ある恐竜の全身骨格に圧倒されてい

ました。また、本物のように動きながら、突然鳴き声を発する恐竜に思わず後ず

さりする子供もいました。 

恐竜の時計づくりでは、クレヨンや水彩鉛筆、時計づくりキットを使って恐竜

を始めとする古生物を描いた世界に１つだけの時計を作りました。できあがりに

大満足の子供達でした。 
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